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主な記事 

活動方針…2～4面、総会決議…4面 技工士

アンケートで見解/消費税中止求める集会…5

面、井出議員との懇談…6面、保険瓦版/理

事会便り…7面、協同組合ニュース…8面 

▽2013年度予算の３議案は市川副会長が

提案し、３議案も原案通り可決した。

なお決算に関しては内坂監査が監査報

告を行った。 

 2012年度活動報告では、矢崎副会長よ

り本年度は消費税増税による社会保

障・税の一体改革やＴＰＰ参加への動き

に対して国会議員への要請など国政に

向けた活動を中心に行なってきたこ

と、県内では長野県社会保障推進協議

会などとともに活動を行ない、福祉医

療の窓口無料化を求める活動を強めた

こと、保険でより良い歯科医療を長野
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 総会議事は司会進行に池上常任理事

があたり、鈴木会長から「今年度の反

省と来年度に向けた活動ついて慎重に

審議いただきたい」と挨拶があった。

後藤常任理事による祝電披露では、ＪＡ

長野中央会からＴＰＰ断固反対で連帯し

たいとのメッセージが紹介された。議

長に五味会員が選出され物故会員の黙

祷の後、議事に入った。第１号議案で

は2012年度活動報告を矢崎副会長が、第

２号議案2013年度活動方針を宮沢副会長

が提案し、原案通り可決。第３号から

第５号の▽2011度決算▽2012度補正予算

 長野県保険医協会は３月31日松本市内のホテルで第34回定期総会を開き、活動報告

及び新年度活動方針や予算など５議案を原案通り可決し、国民や医療従事者が安心

できる医療制度･社会保障制度を確立する立場から患者窓口負担の大幅軽減や社会保

障制度改革推進法は廃止など８項目からなる決議(4面)を採択した。また、総会議事

に引き続いて行われた金子勝氏(慶応大教授)による「政権再交代と日本のゆくえ」

と題した一般公開の講演会には170名を超える参加があった(講演要旨次号)。 

県連絡会の活動では歯科衛生士会など

の協力もあり市民向けのアピールがで

きたことなど、本年度の特徴的な活動

と今後の課題が報告された。 

 2013年度活動方針では宮沢副会長よ

り、政権再交代後の医療を中心とした

安倍首相の政権運営や長野県の５か年

計画や信州保健医療総合計画などの医

療をめぐる情勢について報告がされ

た。なお、長野県の各計画については

評価、分析、提案を行なうこと、長野

県の平均寿命や健康寿命に関する独自

調査を行うことなども提案された。活

動の指針として三党合意に基づく社会

保障・税一体改革関連法案の具体化が

進む中で日米財界からの医療の市場開

放、規制緩和といった圧力が加速する

事態も想定されるが、保険医協会は公

的保険制度を維持・発展させる立場

で、国の患者・国民の安心、安全を確

保するための社会保障基盤の再構築と

その財源確保の道筋を自ら提案してい

くとし、参議院選挙の前後を大きな山

場と見据えて、社会保障制度改革推進

法の廃止、患者負担軽減、診療報酬の

引き上げ、消費税増税阻止とゼロ税率

要求、ＴＰＰ交渉参加阻止などを柱に、

会員医療機関、地域住民、各種団体と

の学習宣伝と共同を広げる活動をする

こと、会員の日常診療や経営、生活に

関わる活動を重視することなどが強調

された。こうした指針に沿って2013年度

の重点活動として1.国民皆保険を守

り、社会保障を充実させる活動、2.会

員の身近な相談と実利、実益を守る活

動、3.審査、指導・監査対策など医療

機関の経営と医療を守る活動、4.地域

医療を支える活動、5.医科歯科一体を

基礎に、全会員から頼りにされる協会

づくりについてそれぞれ具体的な活動

が提案された(活動方針は2-4面参照）。

なお、活動方針とも関連する項目のあ

る決議は４月２日に内閣総理大臣、関

係大臣、地元選出国会議などに送付さ

れている。 

長野県保険医協会第34回定期総会の冒頭で鈴木会長が挨拶-3月31日松本市のホテルで- 

風疹症候群を発症する可能性が高いた

め、その予防として東京都では風疹ワ

クチンの接種費用の一部を補助してい

るといった動向を説明し、①予防接種

制度の改定により未接種のまま年齢を

超過した者を対象とした臨時接種の実

施を県から国へ要望すること、②当面

は長野県でも東京

都のように妊娠を

予定、希望してい

る女性及びその夫

に対して公費で予

防接種費用の助成

を行うこと、③予

防接種未接種者に

対する接種勧奨、

周知の徹底を訴え

ている。 

 要望に対して県健康福祉部

健康長寿課の小林課長は、今

回の流行防止の必要性は認識している

が、長野県内の患者数は都市部ほどで

はなく散発的な状況であり、現段階で

は県民や医療機関へのＰＲを第一に考え

ているとし、妊娠前の女性等を対象と

した接種費用の助成については県財政

が厳しい中で、約１億円の費用が見込

まれるとして難色を示した。また、国

へ要望をあげることについても明確な

回答は得られなかった。矢崎副会長か

らは活動的な世代に流行が広がってお

り感染防止のためにワクチン接種が有

効であり、接種しやすくするためにも

公費助成が必要だと訴え、阿部知事に

協会からの要望を伝えてこの状況を知

事としてどう判断するか文書で回答す

るよう求めた。 

 全国的に大流行している風

疹の感染拡大防止のため、県

保険医協会は４月18日の理事

会で県知事に対して予防接種費用の助

成を求める要請を行うことを決定、22

日に矢崎副会長及び事務局２名が県担

当課に要望書(５面参照)を提出し、今

回の感染防止対応について懇談した。 

 要望書では、長野県の患者数が過去

最多をわずか14週で更新しており今後

の急増が懸念され

ること、流行の中

心が過去の予防接

種行政の不備によ

る未接種世代(20～

40代の男性)である

ことなどを指摘し

ている。また、妊

婦が罹患した場合

には胎児が先天性

 

 

矢崎副会長より県の担当課に知事宛要望書を提出 

◆

素
人
が
耳
や
目
に
入
っ
た

限
ら
れ
た
情
報
を
元
に
分
析

し
未
来
を
語
る
な
ん
て
妄
言

に
な
る
こ
と
は
承
知
の
上
で

す
。
妄
言
の
中
核
は
Ｔ
Ｐ
Ｐ
参

加
と
北
朝
鮮
や
中
国
の
軍
事

的
脅
威
と
安
倍
政
権
の
右
傾
化
と
は
実
は

繋
が
っ
て
い
る
と
思
え
て
な
ら
な
い
こ
と

で
す
。
◆
Ｔ
Ｐ
Ｐ
は
政
府
機
関
を
縛
る
も

う
ひ
と
つ
の
『
憲
法
』
が
制
定
さ
れ
る
よ

う
な
も
の
。
だ
か
ら
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
に
対
抗
す

る
に
は
ガ
バ
ナ
ン
ス
と
い
わ
れ
る
統
治
権

限
を
急
い
で
強
め
る
必
要
が
あ
る
と
い
う

訳
で
す
。
「
維
新
の
会
」
を
引
き
合
い
に

出
す
ま
で
も
な
く
、
今
、
明
治
維
新
の
よ

う
な
大
き
な
歴
史
の
転
換
期
の
中
に
我
々

は
身
を
置
い
て
い
ま
す
。
折
り
し
も
、
太

平
洋
プ
レ
ー
ト
が
不
安
定
で
砂
上
楼
閣
状

態
の
大
都
市
の
不
安
も
あ
り
、
富
士
山
も

い
つ
ま
で
休
火
山
で
い
る
か
も
気
に
な
る

と
こ
ろ
で
、
日
本
の
前
途
は
極
め
て
多
難

と
言
わ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。
◆
Ｔ
Ｐ
Ｐ
の

経
済
的
脅
威
だ
け
な
ら
ま
だ
し
も
、
い
ま

だ
に
共
産
主
義
に
し
が
み
つ
き
統
治
権
限

を
極
限
ま
で
高
め
る
こ
と
に
成
功
し
た
国

家
が
隣
に
あ
り
ま
す
。
先
の
戦
争
で
の
日

本
人
に
対
す
る
強
い
恨
み
の
感
情
が
反
日

教
育
も
手
伝
っ
て
マ
グ
マ
の
よ
う
に
残
っ

て
い
て
、
日
本
人
拉
致
の
人
権
蹂
躙
も

「
仕
返
し
が
ど
こ
が
悪
い
」
と
い
う
中
で

彼
の
国
で
は
許
さ
れ
た
の
で
は
な
い
か
。

と
に
か
く
、
日
本
に
対
す
る
悪
感
情
は
国

家
レ
ベ
ル
で
存
在
し
、
特
に
「
北
」
は
若

き
狂
気
が
何
を
す
る
か
わ
か
ら
な
い
中

で
、
そ
の
軍
事
的
脅
威
は
中
国
に
と
っ
て

も
他
人
事
で
は
な
く
な
っ
て
き
て
お
り
、

我
国
に
と
っ
て
は
早
く
憲
法
を
改
訂
し

て
、
「
戦
争
の
で
き
る
」
国
造
り
を
成
し

遂
げ
る
」
こ
と
が
政
治
の
喫
緊
の
課
題
と

な
っ
て
き
た
と
思
わ
れ
ま
す
。
◆
お
互
い

敬
意
を
払
う
べ
き
人
間
同
士
が
真
逆
の
殺

し
合
い
と
な
る
戦
争
だ
け
は
決
し
て
す
る

も
の
で
は
な
い
と
、
大
戦
を
経
験
し
た
老

人
達
は
異
口
同
音
に
熱
く
語
っ
て
き
た
の

で
は
あ
り
ま
す
が
…
。
（
駒
） 

 


